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2024年度における被ばく線量上位件名について

2024年4月1日～2025年3月31日におけるALARA会議対象件名被ばく線量上位10件。

No. 作業件名 作業状況
被ばく線量
(3月末時点)

平均線量

1※ 1F-1号機大型カバー設置工事 作業中 4.59人･Sv 8.5mSv/人

2※ １Ｆ－２号機燃料取出し用南側構台設置工事 作業中 0.98人･Sv 3.9mSv/人

3※ 1F-2号機燃料取り出しに伴う南側外壁撤去工事 作業終了 0.54人･Sv 6.2mSv/人

4 1Ｆ-1 RCW系統出口ヘッダ配管ガスパージ業務委託 作業中 0.51人･Sv 5.8mSv/人

5 １Ｆ－２号機 ＦＰＣバイパスライン設置 作業終了 0.49人･Sv 2.8mSv/人

6 １Ｆ－３ Ｓ／Ｃ内滞留ガスパージ委託 作業中 0.45人･Sv 5.2mSv/人

7 １Ｆ－３号機 起動変圧器（Ａ）（Ｂ）除却工事 作業中 0.42人･Sv 3.0mSv/人

8 １Ｆ ＨＴＩ北西ハッチ他ポンプ等移設工事 作業終了 0.42人･Sv 3.5mSv/人

9 １F-1号機 原子炉建屋滞留水移送業務委託 作業終了 0.38人･Sv 5.6mSv/人

10 １Ｆ３号機Ｔ/Ｂ建屋間ギャップ端部止水工事 作業中 0.37人･Sv 3.7mSv/人

下表のうち，赤枠内の作業で実施した主な被ばく低減対策を次頁以降に示す。

※ No. 1,2,3 は，前回の本部会にて被ばく低減対策を説明済み。
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No.4 1Ｆ-1 RCW系統出口ヘッダ配管ガスパージ業務委託

遠隔化による被ばく低減

１号機原子炉建屋内の高線量エリアで実施する床面穿

孔作業および穿孔箇所から行うガスパージ作業を遠隔化

し，低線量エリアに設置した遠隔操作室から監視・操作

することで，被ばく線量を低減した。

空間線量率（最大値）

・作業エリア ： ２．６ mSv/h

・低線量エリア(遠隔操作室)： ０．０２ mSv/h

被ばく低減効果（実績値）

・対策前 ： １４６１．７８ 人・mSv

・対策後 ： ２５０．２７ 人・ｍSv

・低減効果： １２１１．５１ 人・mSv
＜1号機大物搬入口 遠隔操作室＞

＜1号機原子炉建屋3階の穿孔箇所の様子＞
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No.５ 1F-2号機 FPCバイパスライン設置（1/2）

工法改善による被ばく低減

配管設置において，既設配管との接続を溶接工法

ではなく，ストラブカップリングによる施工とし，

作業時間の短縮を図り，被ばく線量を低減した。

空間線量率（幾何平均）

・作業エリア： ３．６６ ｍSv/h

作業時間

・工法改善前： ４３２ 人・日

・工法改善後： ２１６ 人・日

被ばく低減効果（実績値）

・対策前 ： ２４８．８３ 人・mSv

・対策後 ： １０７．２５ 人・ｍSv

・低減効果： １４１．５８ 人・mSv

＜2号機原子炉建屋3階FPC熱交室内
配管施工イメージ図＞

※図内の赤色箇所が敷設配管
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No.５ 1F-2号機 FPCバイパスライン設置（２/2）

揚重機使用による被ばく低減

資機材運搬において揚重機を使用し，１階から２階

へ揚重することにより，線量の低いルートでの運搬が

可能となったことで被ばく線量を低減した。

空間線量率（幾何平均）

・移動ルート（対策前）： ４．７７ mSv/h

・移動ルート（対策後）： ３．１３ mSv/h

被ばく低減効果（実績値）

・対策前 ： ２０６．６８ 人・mSv

・対策後 ： ９６．７４ 人・ｍSv

・低減効果： １０９．９４ 人・mSv
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No.８ １F HTI北西ハッチ他ポンプ等移設工事

遮蔽による被ばく低減

HTI建屋地下階より吊り上げた水中ポンプを遮蔽付

きドラム缶に収納し，仮置き場所に鉛を設置すること

で，周辺の空間線量率上昇を抑え，被ばく線量を低減

した。

空間線量率（最大値）

・作業エリア（遮蔽前）： ５．０ mSv/h

・作業エリア（遮蔽後）： １．８ mSv/h

被ばく低減効果（実績値）

・対策前 ： ２８２．３６ 人・mSv

・対策後 ： １０１．６５ 人・ｍSv

・低減効果： １８０．７１ 人・mSv
＜高線量ドラム缶仮置き場所遮蔽設置後の状況＞

＜ドラム管他仮置き状況＞
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No.9 1F-1号機 原子炉建屋滞留水移送業務委託

工法改善及び遠隔指示・監視による被ばく低減

①１号機原子炉建屋北東地下2階にポンプを投入する際，地上

階に作業床を設置し，線源となる滞留水との距離をとること

で，被ばく線量を低減した。

②工事の指示は，低線量エリアのエンクロージャーにモニタ

ーを設置し，遠隔による指示で被ばく線量を低減した。

空間線量率（最大値）

・作業エリア（作業床設置前）： １２．０ mSv/h

・作業エリア（作業床設置後）： ９．７１ mSv/h

・エンクロージャー ： ０．０３ ｍSv/ｈ

被ばく低減効果（実績値）

・対策前 ： ８５５．６６ 人・mSv

・対策後 ： ２７７．７３ 人・ｍSv

・低減効果： ５７７．９３ 人・mSv
＜エンクロージャー 遠隔監視＞

＜ 1号原子炉建屋北東階段 地上階作業床＞


